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Ⅰ．緒　言

政策医療を担う国立系病院（国立研究開発法人国立高度
専門医療研究センター，独立行政法人国立病院機構病院，
国立ハンセン病療養所）は，国民の健康や安心・安全な医
療の提供に重大な影響を及ぼす特定の疾患群を専門とし，
高度先駆的医療の提供，画期的治療法の研究，研修の実施
及び情報発信を行う（厚生労働省， 2007）。そのため，高
度なチーム医療が求められるが，専門看護師（Certifi ed 
Nurse Specialist， CNS）等の高度実践看護師はチーム医療
のキーパーソンとされている（厚生労働省，2010; 井上，
2011）。

CNSがチーム医療に貢献するには，資格取得後のスキ
ルアップやキャリアアップが不可欠である。特定機能病院
の調査では，CNSの組織的な活動推進や活動成果の可視

化に課題があることが示されている（福地本ら，2016）。
また，CNS資格取得が昇任には直結しないこともわかっ
ている（日本看護協会，2007）。米国では，実践コースの
博士課程に進学して博士の学位（Doctor of Nursing 
Practice，以下 DNP）を取得し，臨床実践力を強化する
CNSも増えている（Loomis et al, 2006）。
国立系病院には独自の昇任システムがあり，副看護師長

から看護師長へ昇任する際には，他施設に転勤して病棟看
護師長になることが一般的である。看護管理者のキャリア
パスとしては利点の多いシステムであるが，CNSのキャ
リア形成にどのように作用しているかは十分に解明されて
いない。特に政策医療を担う国立系病院における昇任シス
テムやクリニカルラダー（以下，ラダー），および博士の
学位取得について，CNS自身がどのように考えているか
は明らかになっていない。
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【Abstract】Background: Although specialized nursing practice is required for team medical care in the national hospital system （e.g., national 
research centers for advanced and specialized medical care and National Hospital Organization facilities）, which is responsible for providing policy-
based medical services, the career development of certifi ed nurse specialists （CNSs） in this system is unclear.
Objective: To determine the career development views of CNSs in the national hospital system.
Methods: An internet survey and focus group interview （FGI survey） were conducted on CNSs at 164 institutions in the national hospital system. 
Responses to the internet survey were analyzed quantitatively, and responses to the FGI survey were analyzed in a qualitative-descriptive fashion. 
This research was approved by the ethics committee of the investigators’ institution.
Results and Discussion: The internet survey （40 subjects, 65% response rate） revealed that >60% of the subjects wanted to develop their career 
without being transferred to other hospitals, and >70% wished to pursue a doctorate. The FGI survey （10 subjects） revealed that the CNSs wanted to 
pursue a specialist track rather than an administrative one, that they held varied opinions on the relationship between the role of CNSs and their 
position in the organizational hierarchy, and that they wished to pursue a doctorate to improve their research skills and nursing quality.
Conclusion: It is necessary to examine support for the career development of CNSs, who contribute to improvements in team medical care in 
providing policy-based medical services, and how best to provide training in advanced practices in university doctoral programs.
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そこで本研究では，国立系病院に勤務する専門看護師の
キャリア形成に関する意向を明らかにすることを目的とす
る。成果は，政策医療におけるチーム医療推進に資する
CNSのキャリア形成支援のあり方や博士課程教育を検討
するための資料になると考える。

Ⅱ．目　的

国立系病院に勤務する専門看護師のキャリア形成に関す
る意向を明らかにすること目的とした。

Ⅲ．用語の定義

1．国立系病院
「国立系病院」を，政策医療を担う研究開発法人国立高
度医療研究センター（National Center, NC），独立行政法人
国立病院機構病院（National Hospital Organization, NHO），
国立ハンセン病療養所とした。

2．キャリア形成
「キャリア形成」を，組織における昇任システムやラ
ダー，および博士の学位取得（大学院博士課程進学）に関
する事項に限定し，勤務形態（専従や兼任）や給与報酬等
は含めないこととした。

Ⅳ．方　法

本研究は「国立高度専門医療病院におけるチーム医療向
上に資する高度実践看護職のあり方と育成に関する研究
（研究代表者 井上智子）」の一環として実施し，WEB調査
とフォーカスグループインタビュー（以下，FGI調査）を
行った。

1．WEB調査
全国の国立系病院 164 施設（NC，NHO，国立ハンセン

病療養所）のうち CNSが所属する 43 施設の看護部に調査
協力を依頼し，同意の得られた 26 施設（60.0%）に所属
する 62 名の CNS にWEB調査を行った。看護職者として
の将来の目標や希望，博士課程への進学希望等について回
答を求め，記述統計量を算出した。

2．フォーカスグループインタビュー（FGI調査）
日本看護協会ホームページに掲載されている全 CNS 
2,075 名（2018 年 9 月現在）のうち（日本看護協会，
2018），NC，NHO，ハンセン病療養所に所属する 103 名
の所属施設を確認し，看護管理者宛に研究協力依頼状を送
付した。研究協力の同意が得られた場合に，CNSに説明

同意文書の配布を依頼した。CNSには，研究協力に同意
する場合に説明同意文書にある QRコードより研究登録す
るよう依頼した。なお，CNS資格を取得したばかりの者
（調査年度に資格取得した者）は対象より除外した。
フォーカスグループは十分な相互作用が生まれる人数を

検討してグループ定員を 5名とし（Polit et al, 2004），2 グ
ループ計 10 名の参加者が出席可能な日を調整してグルー
プ別に実施した。インタビューはインタビューガイドに
沿って行い，参加者の了解を得て録音し逐語録を作成し
た。逐語録より CNSのキャリア形成に関する認識につい
て，意味する部分の文脈を損なわないように抜き出した。
意味内容の類似性に基づいて抽象度を高めながら整理し，
質的記述的に解析した。

3．倫理的配慮
本研究は「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

に準拠し，調査開始にあたり研究者所属施設の倫理委員会の
承認を得た（NCGM-G-002336-00，NCGM-G-003068-00）。
WEB調査では，依頼文書を送付して研究の趣旨・内容等
を説明し回答をもって研究参加の同意とし，回答は匿名と
した。FGI調査では，インタビュー開始時にも文書と口頭
で研究の趣旨・内容等を説明し最終的な同意を得た。な
お，インタビュー開始後は，グループインタビューを相互
作用で行うため，同意撤回はできないことを説明した。
データは番号やアルファベットでコード化して個人が特定
できないようにした。

Ⅴ．結　果

1．WEB調査結果
対象 62 名のうち 40 名より同意と回答が得られた（回答

率 65%）。回答者の属性分布を表 1に示す。スタッフ看護
師が 43％，専門看護師資格取得後 3年以内が 35%を占め
ていた。
キャリア形成の意向に関する回答分布を表 2に示す。看

護職者としての将来の目標や希望では，60%が「（転勤せ
ずに）内部昇任をして CNS専門分野の専門家として活動」
を，40%が「昇任せずに CNS専門分野の専門家として活
動」をしたいと希望していた。「転勤を伴う昇任をして看
護管理者として活動」することを希望する者はいなかっ
た。上司や看護部が回答者に対して将来期待していると思
うことも類似傾向にあった。
博士課程で学ぶことについての状況や考えについては，

35%が「高度実践能力を高めるため」に，23%が「研究
能力を高めるため」に希望していた。博士課程の修了者，
在籍者，および進学希望者の計 29 名（73%）が大学院博
士課程をキャリアパスの 1つと考えていた。
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2．フォーカスグループインタビュー（FGI調査）結果
参加者 10 名の年齢は平均 46（標準偏差 4.0）歳，看護
師としての臨床経験年数は平均 20.7 （同 4.9） 年，CNS資
格取得後の年数は平均 6.4 （同 2.7） 年であった。専門分野
はがん看護が 4名，感染症看護が 2名，家族支援，急性・
重症患者看護，老人看護，在宅看護がそれぞれ 1名であっ
た。職位は，スタッフ看護師が 4名，副看護師長が 4名，
看護師長が 1名であった。

CNSとしてのキャリア形成に関する認識について抽出され
たカテゴリーを表 3に示す。本文中では，コアカテゴリーを
【　】，カテゴリーを≪　≫，サブカテゴリーを＜　＞，語りを
「斜体」で示す。

 本研究における CNSのキャリア形成に関する認識は 6
つのコアカテゴリー， 【師長・副師長の職位取得に伴う
CNSとしての葛藤】【自身のキャリア形成の意向と組織の
昇任システムの乖離の認識】【ケアとキュア統合のための

知識・技術向上の必要性の認識】 【CNS活動可視化のため
の知識・技術向上の必要性の認識】【研究能力不足の認識】
 【博士課程進学に伴う能力獲得への期待】で構成されてい
た。

CNSは，【師長・副師長の職位取得に伴う CNSとして
の葛藤】を抱え，【自身のキャリア形成の意向と組織の昇
任システムの乖離】を認識していた。研究を推進する国立
系病院において【研究能力不足の認識】をもつとともに
【ケアとキュア統合のための知識・技術向上の必要性の認
識】や【CNS活動可視化のための知識・技術向上の必要
性の認識】をもち，【博士課程進学に伴う能力獲得への期
待】を抱いていた。

1）【師長・副師長の職位取得に伴うCNSとしての葛藤】
CNSは【師長・副師長の職位取得に伴う CNSとしての

葛藤】を抱えていた。

表 1　WEB調査回答者の属性分布
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表 2　キャリア形成の意向（WEB調査結果）
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表 3　キャリア形成に関する認識（FGI調査結果）
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CNSが看護師長であることは＜経営状況を把握でき病
院方針の検討会議で発言でき＞，＜看護師長と情報交換し
て現場に入り込める＞ため，CNS役割活動に有利である
と考えていた。また，看護師長でないと＜理解がない看護
師長に反対されて活動が制限される＞こともあり，国立系
病院では＜ポジションパワーがないと動きづらい＞と感
じ，≪職位取得による活動の促進≫を認識していた。
他方，上級職位には管理業務が求められるため＜看護師

長の管理業務をしていると専門性に戻らなくてはと焦燥＞
し，≪ 職位取得に伴う活動の阻害≫についての葛藤も感じ
ていた

CNSの 6つの役割のうち「倫理調整」役割については，
＜看護師長は「倫理調整」における議論が容易＞になり，
＜看護師長でないと倫理的配慮が重要な院内ガイドライン
作成に関与できず「倫理調整」役割を果たせない＞など，
≪職位取得に伴う活動の促進≫を認識していた。「相談」
役割については，＜副看護師長になって副看護師長からの
「相談」依頼が増えた＞と≪職位取得に伴う活動の促進≫
を認識していた。他方，＜看護師長では実質的な活動がで
きず「相談」活動もできない＞ことや，＜「相談」は上下
関係なく行う精神を大事にしたいのでポジションパワーを
もって行う CNS活動は想像できない＞と考え，≪職位取
得に伴う活動の阻害≫の認識ももっていた。

「CNSはフリーな立場で，コンサルティーと上下関係なく
コンサルテーション活動を行っていくものであり，そうい
う精神を自分は求めていて大事にしたいと思っていたの
で，肩書きが付いてパワーポジションを持つと，自分自身
の活動がどうなるのだろうと思って，メージできない」

2）【自身のキャリア形成の意向と組織の昇任システム
の乖離の認識】

CNSは【自身のキャリア形成の意向と組織の昇任シス
テムの乖離】を認識していた。

CNSは＜副看護師長になると下からの昇任が焦げつく
ので転勤昇任して専門性を諦めるか専門性を求めて退職す
るかの二択しかない＞状況に苦悩し，中には＜昇任は転勤
しなければならないので辞退＞したり，師長に昇任すると
＜専門的な活動ができないためスタッフとして再就職＞し
たりしていた，また，CNSには＜スペシャリストのラダー
がなく管理をすること＞が求められ，＜ラダー最上水準は
看護師長と CNSだけであり今の職位（スタッフ）と齟齬
がある＞など≪組織の昇任システムの受け入れ≫に葛藤を
感じていた。

「副看護師長で（CNS）資格を取ってしまうと・・・，下
から昇任したい人たちが焦げ付くのですよね。そうする

と，結局，いろいろな理由で，認定看護師や専門看護師が
師長昇任で出されてしまい，そこ（転出先）ではやはり管
理業務が期待されて（専門性の）活動ができないので，あ
る人は（CNSとしての活動を）諦めて管理者としてやっ
ていく，ある人は辞めていくという，二者択一の状況に
なっていると思います」

CNSは＜転勤せずに同じ職場で昇任して専門的な活動
を継続＞できたり，＜在籍したまま看護実践の質向上＞が
図れたりするような≪スペシャリストとしてのキャリアパ
スやラダー構築への期待≫を表明していた。

「専門看護師協議会にも一応 CNSのラダーがありますが，
自分の道筋にはあまり参考にならないと感じています」
「CNSは副師長，師長などの管理職とは別のラダーがあれ
ばいいと思います」
「CNSのラダーとしては，異動しなくても実績が認められ
れば同じ職場で師長昇任できる道筋を作っていただければ
ありがたいと思います」
「ラダーの中に，看護の質を高めるための勉強をしたい

CNSに博士課程進学への組織としての支援が（考慮され
る）とありがたいと思います」

3） 【ケアとキュア統合のための知識・技術向上の必要
性の認識】

CNSは【ケアとキュア統合のための知識・技術向上の
必要性の認識】をもっていた。

CNSは≪臨床推論に必要な知識不足≫を感じており，
≪ケアとキュアを統合するための実践能力向上≫に意欲を
示していた。

「もう少しフィジカルアセスメントの部分や，・・・薬剤と
か薬理の知識を強めていきたい」
「本当にキュアとケアが統合できて，画像診断も解って，
患者さんのケアに生かせるようにつなげられると，もっと
現場にとって良いと思うので，そこは高めていきたい」

4） 【CNS活動可視化のための知識・技術向上の必要性
の認識】

CNSは【活動可視化のための知識・技術向上の必要性
の認識】をもっていた。　CNSは，＜上司に役割を理解
してもらうため＞や＜診療報酬や人員配置の改善に貢献＞
するために≪ CNS活動を可視化する重要性≫を認識して
いた。

「活動を可視化していかないと，なかなか上司から CNSの
役割が理解されないと，日々，感じています」
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「専門看護師の活動を可視化し，・・・きちんとしたエビデ
ンスになれば，診療報酬や，看護師の配置や活用といった
ことも変わると思います」

しかし，専門性を表現したり CNS活動を＜量的に示＞
したり，＜フィードバック＞したりするような≪ CNS活
動を可視化する困難≫を感じていた。また，グループイン
タビューで他の参加者が CNS活動をうまく言語化して発
言する様子と自身を比較して，＜ CNS活動を言語化する
能力を修士課程でもっと鍛えるべきであった＞と気づく参
加者もいた。

5）【研究能力不足の認識】
CNSは，CNSの 6つの役割の 1つである「研究」につ
いて【研究能力不足の認識】をもっていた。

CNSは＜研究について勉強不足な部分がある＞と自覚
していたり，＜施設長が推進する介入研究は博士でなけれ
ば無理＞と感じたりし，≪臨床に期待される研究実施≫に
困難を感じていた。また，研究を推進する施設では研究指
導も求められるが＜修士では質的研究をしたので増えてい
る量的研究の指導に苦労＞していたり，＜倫理委員会に質
的研究の説明をするのが大変＞であったりと≪研究指導能
力不足≫も感じていた。

「（今後の進学などで学びたいことは）研究能力です」
「（理事長が介入研究を推進している）が，博士じゃないと
無理です」
「（研究倫理委員会）に通すのも大変で，倫理委員会のメン
バーは医師なので，質の研究はエビデンスがないように見
えてしまって，何をするのかから説明しないといけないの
で，説明するのが相当大変です」

6）【博士課程進学に伴う能力獲得への期待】
CNSは，博士課程に進学することに≪研究能力獲得へ

の期待≫を抱いていた。CNSは＜博士課程で研究能力を
身につけたい＞，特に修士課程で実施しなかった研究手法
を学びたいと考えていた。

「修士では質（的研究）ではなく量（的研究）を行ったの
ですが，〇〇看護の分野では，質（的研究）も大事だと
思っていて，私も質の研究はやりたいとずっと思ってお
り，・・・やはりそこを深めたいとすごく思います」

他方，CNSは≪高度実践能力獲得への期待≫も抱いて
いた。CNSは，博士課程を，＜創造したケアを臨床に普
及して検証するサイクルを回すことで看護実践の質向上を
するためのもの＞であり，＜修士課程で行った研究成果を

臨床に還元して意義あるものにする方法を探求するころ＞
と考え，＜臨床患者に適した看護を探求＞したいと，博士
課程での臨床看護の質向上に向けた学習ニーズをもってい
た。また，研究者や教育者になるためではなく，＜ CNS
としての知識や実践＞を向上したり，＜実践に根ざしてス
テップアップ＞したりするために，＜実践者のためのコー
スである博士課程への進学＞を希望していた。その他，博
士課程修了後の CNS活動については，＜医師が博士号を
もつ CNSの発言を尊重するので博士号取得後は以前以上
の議論ができるようになった＞と，博士の学位取得による
チーム医療上の利点を実感していた。

「PhDをもっていると何が良いかというと，医師の見方が
全然違います。PhDをもっているという噂はあっという
間に広がるので私の発言の尊重度合いが明らかに違いま
す。医師とのディスカッションでは，（修士のとき）以上
のやりとりができるようになったと思います」

Ⅵ．考　察

1．対象者の背景
WEB調査では 65%から回答が得られた。CNS資格取得

後年数の幅も広く，多様な経験を有する対象者であった。
したがって，多くの施設の多様なキャリアをもつ CNSの
データが得られたと考える。

FGI調査の対象者は，6 領域からの 10 名であり，資格
取得後の経験年数にも幅があった。職位は，スタッフ看護
師，副看護師長，師長であり，本研究目的に沿う多様な
CNSの語りが得られたと考える。

2．昇進システムやラダーについての CNSの意向
WEB調査結果では， 転勤を伴う昇任をして看護管理者

になることを望むものはなく，転勤のない昇任をして（あ
るいは昇任せずに）CNSとして活動を継続したいと考え
ていた。FGI調査結果でも，CNSは【自身のキャリア形
成と組織の昇任システムの乖離の認識】をもち，≪スペ
シャリストとしてのキャリアパスやラダー構築への期待】
を抱いていた。
高度実践看護師のラダーについては， 各国でもかつては

管理職のラダーの中にあったものから脱却して， より広い
視野で複雑な役割を果たせる専門的なラダーが構築されつ
つある （Parker & Hill, 2017）。日本においても CNSのラ
ダーは作られつつあるが，FGI調査の語りからは国立系病
院には必ずしも適していないことが窺えた。CNSが専門
的な活動を継続して政策医療を担う国立系病院でチーム医
療に貢献するためには，管理職とは別の昇任システムやラ
ダーの構築が必要と考える。
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3．大学院博士課程についての CNSの意向
WEB調査結果では，73%が大学院博士課程で学ぶこと

をキャリアパスの 1つと考え，高度実践能力と研究能力を
高めるために進学を希望していた。以下，FGI調査で明ら
かにした博士課程における学習ニーズの詳細について考察
する。

1）研究手法習得への学習ニーズ
FGI調査結果では，CNSは修士課程で質的研究または

量的研究を行っており，実施しなかった手法については，
病院で看護師への研究指導を求められると能力不足を実感
し困っていた。一般に，修士課程における CNSコースで
は実習などのカリキュラムが多いことから論文コースと比
較して研究能力の修得が不十分である可能性も否定できな
い。CNSは臨床からの研究指導ニーズに対応できる水準
に，自身の知識と技術を向上させることを博士課程に期待
していた。

2）CNS活動を可視化し看護の質を改善する実践能力向
上への学習ニーズ

FGI調査結果では， CNSは博士課程で CNS活動を可視
化するとともに，新しいケアを創造して検証するサイクル
を回すことにより，看護の質を改善したいと考えていた。
高度実践分野ではケアとキュアを統合することにより新し
いケアを創造することが示されている（荒川 & 井上，
2015; 井上ら，2010; 井上，2012）。 CNSは，このケアと
キュアの統合に必要なフィジカルアセスメントや臨床薬理
学，臨床推論のための能力を高めたいと考えていた。その
ため，研究者や教育者になるための博士課程ではなく，臨
床に根差した実践に関連する博士課程への進学を希望する
傾向にあった。
米国でも博士課程に進学したい看護師のうち臨床志向の

看護師は実践コース（DNPコース）を選んでいる（Loomis 
et al, 2006）。臨床での実践者として医療の質向上に貢献す
るために研鑽を積みステップアップしたい CNSに提供で
きる DNPコースの充実が求められる。米国では DNPコー
スが増加しているが（Minnick et al, 2013）， 従来の研究コー
ス（PhDコース）よりも教員の仕事量が格段に多いこと
が判っている（Smeltzer et al, 2015）。これは，研究指導だ
けでなく，事例検討演習や臨地実習における教育に要する
時間が関係していると考えられる。日本で DNPコースを
拡充するには教員確保のための戦略も必要と考える。

4．上級職位や博士の学位が CNS役割に及ぼす作用
FGI調査結果では，自身が師長や副師長の職位につくこ
とは CNSの役割（「実践」「相談」「調整」「倫理調整」「教
育」「研究」）を果たすのに概ね有利に作用すると認識して

いた。
「実践」役割については，上級職位のほうが現場に入り
込みやすく活動が容易になると考えていた。臨床実践では
患者の参画が重要であるが，看護師長の職位は患者の参画
を促進する効果がある（Malfait et al, 2017）。
「相談」役割については，上級職位が活動の妨げになる
と信じる CNSとむしろ有利に作用すると考える CNSがお
り，多様な認識が示唆された。
「調整」役割では，博士号取得により医師が CNSの発言
を尊重するようになり，よい議論ができるようになったと
いう語りがあった。これは学位だけでなく，博士課程で身
につけた能力によるところもあると考えられる。しかし，
学位や職位は他職種からもわかりやすい。チーム医療にお
いて多職種を調整する CNSにとって上級職位や博士の学
位は有効に作用すると考える。
「倫理調整」役割を果たすためには，上級職位が必要で
あり有効であると認識していた。欧州 5か国の調査では，
他の看護スペシャリストと比較して大学院で学んだ高度実
践看護師のほうが倫理に関するコンピテンシーが高いこと
が示されている（Wangensteen et al, 2018）。本研究の CNS
も「倫理調整」を自身の重要な役割と認識していたが看護
師長でないと参画することも難しい現状に直面していた。
日本の CNSを看護管理者はどう支援すればよいかが検討
されつつある（眞嶋ら，2012; 桐山ら，2018）。上級職位
のない CNSの高いコンピテンシーを臨床に活用するため
には看護管理者のサポートが必須であると考える。
なお，本研究では「教育」役割と職位との関係に関する

語りは抽出できなかったが，他の役割と同様にポジション
パワーは有利に働くのではないかと考える。

5．本研究の限界と課題
本研究は，国立系病院に勤務する CNSを対象としてお
り，それ以外の病院に勤務する CNSについてのキャリア
形成の意向について結果を一般化することはできない。ま
た，両調査とも看護部の同意が得られた施設に所属する
CNSを対象としたため，CNS活動が活発であったり，看
護部が CNS活動を支援していたりする施設に偏っていた
可能性もある。しかし，博士課程進学意向については，ク
リティカルケア領域では都市と地域での差がないことも示
されており（神田ら，2015），病院特性の影響は大きくな
いのではないかと予想される。したがって，CNSの博士
課程進学意向についてはある程度の一般化は可能ではない
かと考える。
博士課程を修了した CNSのキャリア形成の意向につい
ては本研究では十分には明らかにできなかった。博士号を
もって臨床で活躍する CNSのキャリアパスのあり方につ
いても今後検討する必要があると考える。
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Ⅶ．結　論

本研究では国立系病院に勤務する CNSのキャリア形成
に関する意向について以下のことが明らかになった。
1．6 割以上の CNSが転勤することなくキャリア形成を
したいと考えており，7割以上が博士課程進学をキャリ
アパスの 1つと認識していた。
2．CNSは管理者ではなくスペシャリストとしてのキャ
リアパスやラダーを希望し，CNS役割と職位との関係
に多様な見解を示し，研究能力向上および看護の質改善
のために博士課程への進学を希望していた。
3．今後は，政策医療におけるチーム医療向上に資する

CNSのためのキャリア形成支援および大学院博士課程
における高度実践教育のあり方を検討する必要がある。
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【要旨】　背景：政策医療を担う国立系病院（国立高度専門医療研究センター病院，国立病院機構等）ではチーム医療における専門
的看護実践が求められるが，専門看護師（Certifi ed Nurse Specialist， CNS）のキャリア形成については明らかになっていない。
目的：国立系病院に勤務する専門看護師のキャリア形成に関する意向を明らかにすることを目的とした。
方法：国立系病院 164 施設の CNSを対象にWEB調査とフォーカスグループインタビュー（FGI調査）を行った。前者は量的に，
後者は質的記述的に解析した。両調査は研究者所属施設倫理審査委員会の承認を得た。
結果および考察：WEB調査結果（40 名〔回答率 65％〕）では，6割以上が転勤のないキャリア形成を，7割以上が博士課程進学を
希望していた。FGI調査結果（10 名）では，管理者ではなくスペシャリストとしてのラダーを希望し，CNS役割と職位との関係
に多様な見解を示し，研究能力向上および看護の質改善のために博士課程進学を希望していた。
結論：今後は，政策医療におけるチーム医療向上に資する CNSのためのキャリア形成支援および博士課程における高度実践教育
のあり方を検討する必要がある。

受付日 2019 年 9 月 3 日　採用決定日 2019 年 10 月 28 日　　　

Wangensteen, S., Finnbakk, E., Adolfsson, A., Kristjansdottir, 
G., Roodbol, P., Ward, H., et al., (2018). Postgraduate 
nurses' self-assessment of clinical competence and need 

for further training. A European cross-sectional survey. 
Nurse Educ Today, 62, 101-106.


